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１．はじめに 

 八ヶ岳火山列で発生した大規模な爆発的噴火

のうち，最新の八ヶ岳新期第４テフラ（YPm-IV; 

中谷，1970，Yt-Pm4; 大石・鈴木，2004）は，北

八ヶ岳の横岳火山起源とされる．Yt-Pm4 に関す

る火山灰層序学の先行研究（大石・鈴木，2004）

では，Yt-Pm4 の層位は姶良 Tn テフラ（AT）より

下位であることが明らかになっている．また，Yt-

Pm4 の噴出年代に関する年代学的研究（大石，

2015）では，長野県小海町豊里露頭で検出された

Yt-Pm4 降下軽石層直下の樹木片を用いた放射性

炭素（14C）年代測定例がある．この補正 14C 年代

は，30,667±130 yBP（PLD-19042）であり，この

年代値は，北八ヶ岳横岳火山の噴火史解明につな

がるとともに，日本列島における後期旧石器時代

の開始期の研究において鍵層となるだろう．しか

し，層序と整合的な 14C 年代データとしては現状

１点のみであるため，複数データを取得すること

で数値年代をさらに検討する必要性が求められ

ていた． 

今回，Yt-Pm4 が観察できる新たな露頭を見出

し，Yt-Pm4 降下軽石層直下で炭化物を採取する

ことができた．そして，複数の炭化物について 14C

年代測定を行った． 

 

２．試料採取と 14C 年代測定 

試料を採取した露頭（N 36° 03' 46.33"，E 

138° 26' 27.39"）は，長野県小海町豊里の松原

湖北西に位置する．露出する約２〜３ m の風化

火山灰土層中に Yt-Pm4 降下軽石層を認めること

ができ，大石（2015）と同じく，Yt-Pm4 降下軽石

層直下に点在する炭化物を確認した．テフラ直下

の埋没土壌の数値年代は，奥野（2001）などの研

究により，テフラの噴出から堆積までの期間が短

いため，そのテフラの噴出年代とみなせる．この

ことから，Yt-Pm4 降下軽石層直下で採取した炭

化物６点について，Beta Analytic 社に委託して
14C 年代測定を行った．試料の前処理として，ま

ず，１〜５ mm 程度の小さな粒子に分解し，70℃

の脱イオン水に分散させた．そして，酸-アルカ

リ-酸洗浄を行った．これら過程の中で，木根や

有機物の残骸はすべて除去した．最後に 100℃で

乾燥後，顕微鏡下で観察し，試料がクリーンであ

ることを確認した．各試料の CO2量は約 1.9〜4.1 

cc であった．試料調製後，加速器質量分析計（AMS）

を用いて計測し，14C 年代を求めた．また，δ13C

測定値を求め，14C 年代に補正値を加えて，補正
14C 年代を求めた．これを，IntCal20 モデル

（Reimer et al., 2020）を用い，OxCal4.4 プロ

グラム（Bronk Ramsey and Lee, 2013）によって

暦年較正年代を求めた． 

 

３．結果と考察 

採取した炭化物６試料の補正 14C 年代は，約 28

〜31 kyBP となった．本報告の 14C 年代は年代値

が古いにも関わらず，30 kyBP 前後に集中したこ

とから，炭化物を含む風化火山灰土が Yt-Pm4 降

下軽石層でよくパックされたと考えられる．よっ

て，６試料の補正 14C 年代をそれぞれ暦年較正す

ると，約 34〜35 cal kyBP となった．これら暦年

較正年代は，大石（2015）のデータと同調する．

また，八風山遺跡や香坂山遺跡の発掘調査の際に，

Yt-Pm4 より下位とされた遺物包含層から検出さ

れた炭化物の 14C 年代（古環境研究所，1999，2001；

国武ほか，2022）とも矛盾はない． 

青木ほか（2008）は，鹿島沖から採取されたピ

ストン・コアに介在するテフラについて酸素同位

体比カーブと対比した結果，AT は海洋酸素同位

体ステージ（MIS）3.1 とされる層位の下位に当た

ることを報告している．よって，層序学的に AT

よりも下位である Yt-Pm4 が MIS３に位置づけら

れることは妥当だろう． 

 

４．まとめ 

 14C 年代測定では，古い炭化物ほど雨水に溶け

込んだ二酸化炭素が炭化物の表面に固着するこ

とで年代を若くする効果（Tomiyama et al., 
2016）が報告されている．今回行った Yt-Pm4 の
14C 年代は層序学的に整合していることから，年

代決定への影響としては小さいと考える． 

以上のことから，Yt-Pm4 は約 34〜35 ka とな

り，日本列島における後期旧石器時代最初頭の石

器群を識別する鍵層の一つにもなり得るだろう． 
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